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１．印刷業界の「今」と、四国が直面する課題
　印刷業界は今、デジタル化の加速や顧客ニーズの多様化、
そして深刻な担い手不足という大きな転換期にあります。
特に私たち四国のような地方においては、企業規模の壁や
県境という物理的な枠組みを越えた連携、そして次世代を
担う人材育成が、かつてないほど重要な課題となっていま
す。
　「このままでいいのか」という漠然とした不安。しかし、
四国にはこれまで、若手が集い、こうした悩みを共有でき
る強固な土台が十分ではありませんでした。中小零細企業
が多いこの地で、次世代のリーダーが孤立し、会社の灯が
消えてしまうことだけは避けなければなりません。

２．なぜ今、「SPACE-21 四国」なのか
　こうした背景から、全国各地で若手経営者が未来を切り
開いてきた「SPACE-21」の理念を四国 4県に広げ、新
たな活動拠点として「SPACE-21 四国」を設立すること
にいたしました	。
　私たちのテーマは「グラフィックサービスが好きだ。だ
からこそ、この先を考えたい」です。「印刷だけでは生き
残れない。だが、印刷もあるからこそ拡がっていける」と
いう共通認識のもと、印刷業を軸にデザイン、WEB、映像、

IT、マーケティングといった隣接分野の皆様とも積極的に
連携していきます。

３．「建前」を捨て、「本音」でつながる関係性
　SPACE-21 四国が最も大切にするのは、単なる情報交
換や親睦の場にとどまらない、「本音で腹を割って話せる
仲間づくり」です。
・相談できる仲間が四国全域にいる状態を作る	
・成功事例だけでなく、悩みや失敗からも共に学べる場に
する	
・５年、10年後に効いてくる、利害を超えたフラットな
関係性を築く	

　短期的な成果や営業・売り込みを目的とするのではなく、
将来に向けた強固な人間関係の構築を重視します。四国内
の若手グラフィックサービス関係者が一人も取り残される
ことなく、安心して挑戦できる環境を、自らの手で作り上
げたいと考えています。
　時間はかかるかもしれませんが、将来的にジャグラへス
テップアップすることを目標として活動してまいります。

４．未来への第一歩
　2026年 4月 18日（土）、香川県高松市にて「SPACE-21
四国	結成式・フォーラム」を開催します。四国発の活動
モデルとして、この「四国」という地から、次に動く仲間
と出会えることを心より楽しみにしています。

　全国の SPACE-21
の皆様、ジャグラの
先輩方、四国は香川
県高松市にぜひお越
しくださいませ。
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「はじめての社内報マニュアル」無料公開
株式会社グッドクロス

　株式会社グッドクロス（東京都品川区）は、2026 年１月
12日に創業 25周年を迎えたことを記念し、同社が長年実践
してきた制作ノウハウをまとめた資料「はじめての社内報マ
ニュアル」の無料公開を開始しました。
　特筆すべきは、デジタル化やWeb社内報の導入が進む現在
も、あえて「紙媒体」を選択している点です。さらに、コロナ
禍でのテレワーク普及を機に、社員の自宅へ直接郵送する配布
形態をとっています。これは「社員一人ひとりが家族にとって
も大切な存在である」という同社の経営理念に基づき、会社の
雰囲気や働く姿を家庭にも伝え、安心感を提供するための工夫
です。年に一度は全社員が誌面に登場するよう構成するなど、
社員だけでなくその家族も読者として想定した編集方針が、組
織の一体感の醸成に寄与しています。
　今回公開されたマニュアル（PDF 全 18 ページ）は、こう
した 10数年に及ぶ運用の経験に基づき、広報初心者がつまず
きやすいポイントを解消する実践的な内容となっています。特
別な専用ツールを使わずとも、手順通りに進めることで形にで
きるよう構成されているのが特徴です。
　発行日から逆算した無理のない進行管理や、目的に応じた企
画の立て方など、発行を持続させるための基盤作りを解説して
います。また、他部署へのスムーズな原稿依頼の方法や、「読
みたくなる写真」の撮影ポイント、インタビューや座談会の効
果的な進め方などを網羅しています。
　同社では、これまでにも「プレスリリース虎の巻」や「イン
スタグラム虎の巻」といった実務資料を無料公開しており、企
業の広報活動を支援してきました。今回のマニュアルも、同社
が 25年間培ってきた「伝える技術」と「業務プロセスの構築
力」を社会に還元する取り組みの一環です。また、同社Web
サイトでは創業からの歩みを振り返る 25周年特設ページも公
開されています。
　「社内報を作りたいがノウハウがない」「マンネリ化してし
まった」「通常業務が忙しくて手が回らない」といった悩みを
持つ広報担当者は少なくありません。これから社内報を立ち上
げたい企業はもちろん、コストを抑えて内製化を目指したい担
当者にとって、即戦力となるガイドブックです。
株式会社グッドクロス　https://www.goodcross.com

関連団体

「出版業界でのデジタル印刷活用を推進する
共同宣言」を発表

日本出版取次協会／電子出版制作・流通協議会
　一般社団法人日本出版取次協会（取協）と一般社団法人電子
出版制作・流通協議会（電流協）は 2026 年１月 20日、「出
版業界でのデジタル印刷活用を推進する共同宣言」を発表しま
した。長年の構造課題である高返品率や物流危機の解決に向け、
少部数・短納期製造が可能な「デジタルショートラ（DSR）」
の普及を推進し、持続可能な出版エコシステムの再構築を目指
します。
　出版業界では現在、書籍返品率が約 35%という高水準で推
移しており、在庫不足による販売機会ロスは年間約 130 億円
に上ると推計されています。従来の大量生産・大量配本モデル
は、物流コストの高騰や環境負荷（ESG経営）の観点からも
維持が困難になりつつあります。両団体はこうした現状に強い
危機感を表明し、必要な時に必要な分だけ製造するDSR への
転換こそが、在庫リスクを極小化し、廃棄コストを削減する鍵
であるとしました。
　DSR の活用は、単なるコスト削減にとどまりません。従来、
採算面から重版が困難だった専門書や文芸書などの多品種少量
出版物を維持し、「重版未定」による絶版を防ぐことで、出版
文化の多様性を守る狙いがあります。
　本宣言の実効性を高めるため、業界の垣根を越えた合同プロ
ジェクトチームも発足しました。取次からはトーハンや日本出
版販売（日販）、印刷からは大日本印刷（DNP）や TOPPAN
など、通常は競争関係にある大手企業が参画しています。今後
は「協調領域」として、デジタル印刷の標準仕様策定や、円滑
な流通ルールの整備など５つの項目で具体策を進めていきま
す。
　両団体は、今回の宣言を「ゴールではなくスタート」である
と強調しており、読者が欲しい本をいつでも手に入れられる環
境の実現に向けて、業界全体のインフラ改革が本格的に始動し
ます。

│N│E│W│S│

業 界 の 動 き

お詫びと訂正
本号同封のジャグラ文化典大阪大会パンフレットの後援に
「日本印刷機材連合会」とありますが、正しくは「日本印
刷機材協議会」です。訂正してお詫び申し上げます。
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　2026 年１月 18日（日）・19日（月）の２日間、東京
都千代田区の出版クラブビルで「Zine & Book フェス in
神保町」（主催：東京文化資源会議　協賛：読売新聞東京
本社）が開催されました。会場では、個人や小規模グルー
プが制作する小冊子「ZINE（ジン）」や独立系出版物が販
売されたほかZINE に関するセミナーも行なわれました。
デジタル化が進む中で、物理的な媒体であるZINE 市場が
独自の広がりを見せています。本稿では、同イベントのレ
ポートと共に、中小印刷業にとっての事業機会を探ります。

■　商業印刷とは異なる品質基準

　会場の「BOOKエリア」「ZINE エリア」に並んだ作品
群からは、商業印刷の標準仕様とは対照的な傾向が見て取
れました。ZINE の制作は、クラフト紙、わら半紙、トレー
シングペーパーといった特殊紙や非塗工紙が多用されてい
ます。また、リソグラフ（孔版印刷）特有の版ずれや色む
ら、かすれといった現象が、欠陥ではなく「アナログな味
わい」として肯定的に受け入れられている点も特徴です。
高精細なフルカラー印刷機だけでなく、旧型設備や在庫と
して滞留している特殊紙（端紙）が、クリエイターにとっ
て有効な表現ツールになり得ます。

■　「届ける」ことへの課題

　イベント２日目に行われた仲俣暁生氏（編集者・文芸評
論家・大正大学教授）と碇雪恵氏（ライター）による対談
「私たちにとっての本とZINE の流通：これまでとこれか
ら」では、作り手の課題が「制作」から「流通」へ移行し
ている現状が報告されました。DTP 環境の普及により
ZINE の制作ハードルは低下していますが、取次・書店ルー
トに乗らない小規模出版物に
とって、販路の確保や物理的
な「届ける作業」は大きな負
担となっています。講演では、は、
書店への配本や、通販購入者書店への配本や、通販購入者
への梱包・発送作業といったへの梱包・発送作業といった
実務面が、クリエイターの重実務面が、クリエイターの重
荷になっている点が指摘され荷になっている点が指摘され
ました。ました。

■　求められる「パートナー」としての機能

　大手ネット印刷通販との価格競争を回避し、この市場で
収益を上げるためには、単なる製造受託にとどまらない、
付加価値提供が求められています。
　以下は考えられる付加価値提供の例です。
１．流通を見据えた仕様提案
　個人のクリエイターに対し、書店の棚に並べやすい判型
や、背幅（束）を確保できる紙厚・製本方式を提案します。
また、JANコード（バーコード）や ISBN コードの取得
代行を行うことで、一般流通への接続を支援します。
２．物流・フルフィルメントサービス
　在庫管理や発送作業のアウトソーシングを受託します。
クリエイターがオンラインで販売した商品を、印刷工場か
ら購入者へ直送する体制（フルフィルメントサービス）や、
即売会イベント会場への直接搬入サービスなどが考えられ
ます。
３．コンサルティングと極小ロット対応
　用紙選びやデータ作成（RGBデータの処理等）に不安
を持つ初心者への「相談機能」の提供です。また、在庫リ
スクを懸念する個人のために、10部〜 30部程度から受
注可能なパッケージ商品を用意することで、参入障壁を下
げます。

　ZINE 市場は多品種・小ロットの需要が中心ですが、そ
こには「自身の作品を形にして届けたい」という根強いニー
ズが存在します。顧客の熱量に対し、製造と流通の両面か
らサポートを提供することができれば、新たな展開への第
一歩になると思いました。

■　２月の事務局日誌
	 3 日	 P マーク現地審査（神奈川）→今田、笠原
	 	 業態進化委員会（Web会議）
	 6 日	 広報委員会（Web会議）
  	7 日～ 8日　北陸地協総会・新年会（石川）→田中専務
	 9 日	 日印機協情報交流会（出版クラブ）→田中専務
	13 日	 作品展委員会（Web会議）→田中専務
	 	 P マーク現地審査（愛知）→今田
	 	 サスティナブル委員会（栃木）→笠原
	17 日	 委員長会議（Web会議）
	18 日～ 20日　page2026
	19 日	 ジャグラショートカット運営委員会（Web会議）
	20 日	 SPACE-21 全国交流キャラバン（山梨）→笠原
	25 日	 生産性向上・MIS 研究合同委員会（本部）
	 	 地域活性化委員会（Web会議）
	26 日	 P マーク現地審査（高知）→田中専務
	 	 ジャグラコンテスト委員会（Web会議）
	27 日	 P マーク現地審査（高知）→田中専務

■　３月のスケジュール
	 2 日	 広報委員会（Web会議）
	 	 70 周年記念誌編纂委員会（Web会議）
	 3 日	 会員拡大委員会（Web会議）
	 	 正副会長会議（Web会議）
	 	 業態進化委員会（Web会議）
	 4 日	 P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）
	 	 東京グラフィックス理事会（本部）→田中専務
	11 日	 産連ステコミ→岡本会長、田中専務
	17 日	 JPA、東印工組 合同セミナー（茗渓会館）→岡本会長、田中専務、笠原
	18 日	 日印産連理事会（Web会議）→岡本会長
	19 日	 理事会（本部）
	26 日	 P マーク現地審査（大阪）田中専務、笠原
	27 日	 P マーク現地審査（大阪）田中専務、笠原

■　４月のスケジュール
	 1 日	 広報委員会（Web会議）
	 2 日	 JPA 入学式→田中専務
  	8 日～ 9日　ジャグラ作品展一次審査会（本部）
	18 日	 SPACE-21 総会（香川）→岡本会長、田中専務、笠原
	22 日	 ジャグラ作品展最終審査会（本部）→岡本会長、田中専務

事・務・局・便・り
　私事で恐縮ですが、令和 8年 3月 20日をもちましてジャグラを退職することとなりました。平成
18年の入局以来、約 20年の長きにわたりジャグラの運営に携わらせていただきました。特に「ジャ
グラ BB」「SPACE-21」「プライバシーマーク審査業務」には深く関わらせていただき、皆様とコミュ
ニケーションを重ねてきたこと、私にとって一生の財産です。今後については、違う業種になります
が新しいチャレンジをしていく予定です。最後になりますが、貴業界の益々のご発展と皆様のご多幸
を心よりお祈り申し上げます。長年にわたり誠にありがとうございました。今田　豪

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています
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月刊『グラフィックサービス』892 号
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■	発行日	 令和 8年 3月 10日（毎月 1回）
■	発行人	 岡本　　泰
■	編集人	 本村　豪経
■	発行所　
　 
 　　　　　　　　　　　　　　　　略称ジャグラ

	 〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 7-16
	 電話 03-3667-2271　ファクス03-3661-9006
	 ウェブ https://www.jagra.or.jp/

ジャグラは一般財団法人日本情報	
経済社会推進協会指定のプライバシー
マーク指定審査機関です

……………………………………………………
■	編集部宛メール　edit@jagra.or.jp
……………………………………………………
◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ /副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ /理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 /㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 /菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 /㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 /㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 /㈲舞鶴孔版
	 瀬尾　　淳	 広島 /㈱広瀬印刷
	 三宮　健司	 高知 /㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 /㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京 /西谷印刷㈱
	 松谷　勝広	 東京・文京 /㈱松谷メールサービス
	 笹井　靖夫	 東京・文京 /共立速記印刷㈱
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　今田　　豪
	 長野未奈美　　笠原賢一郎	

以上、ジャグラ事務局

◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子
◎	動　画　今田　　豪
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．（大分県支部）
　 ＤＴＰ＝Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワOTF/ モリサワ BIZ+ほか

　 �※�本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知県支部）
	 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
	 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
	 印刷機＝ RYOBI 924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】　島根県（大田市）

審査

神保町で Zine & Bookフェス
ZINEの流通セミナーも

GS2026
No.892

3
事務局日誌と
今後の予定
最新情報はHPでご確認ください
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